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概要 
本稿では、Web アンケート調査によって収集したミクロデータをもとにして、労働

者の情報セキュリティおよび情報セキュリティ対策への意識と実際の行動の関係につ

いての分析を試みた。その結果、一般的には、情報セキュリティおよび情報セキュリ

ティ対策に対する意識が高いほど、情報セキュリティおよび情報セキュリティ対策の

観点から問題となる行動をとらないことが確認された。さらに、労働形態（正規・非

正規）によって情報セキュリティおよび情報セキュリティ対策への意識と行動の関係

が異なるか否かについて検証した。その結果、労働形態によって情報セキュリティお

よび情報セキュリティ対策への意識の違いはほとんど確認されなかったが、いくつか

の行動については違いがあることが確認された。そして、違いが確認された項目に関

して、非正規労働者よりも正規労働者の方が情報セキュリティおよび情報セキュリテ

ィ対策に関して問題がある行動をとっている傾向があることがわかった。 
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